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研究成果の概要（和文）：戦前の国語科教育において、古典教材はどのような位置付けにあったのかを教科書調
査などを通じて明らかにしようとしました。研究の結果、明治３０年代が古典教材の位置付けが大きく変わり、
書く際の文章モデルとしての機能を失っていったことが明らかとなりました。今後は、大正や昭和という時代に
おいて、その古典教材の位置がどのように変化していったのかを明らかにすることが必要となります。

研究成果の概要（英文）：In the pre-war Japanese-language education, I tried to clarify the position 
of classical teaching materials through textbook survey and others. As a result of the research, it 
became clear that in the Meiji 30s the position of classical teaching materials changed drastically,
 losing the function as a writing model at the time of writing.
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１．研究開始当初の背景 
古典教育はなぜ必要なのか。これまで古典

教育論は一定程度蓄積されてきた。しかし、
これまでの議論は、明治から昭和にかけての
古典教材の発生と形成の歴史的経緯を踏ま
えない観念的な議論に終始してきた。現代古
典教育論への接続までを視野に入れた上で
の、近代における古典教材の形成の歴史につ
いて実証的に研究しているのは事実上申請
者のみの状況にある。大正期の漢文教育につ
いての研究や中学校教授要目に着目した制
度史からの研究はあるものの具体的な教科
書や同時代記事を史料として博捜した上で
の古典教育史研究はなされていない。 
小学校、中学校、高等学校の学習指導要領に
おいて「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」が位置付けられた現在、古典教育
論の確立・精錬は喫緊の課題だと考えるが、
古典を学ぶことの根源的な理論の追求は傍
らに置かれたまま、教育実践が積み重ねられ
ている。申請者は古典教育を推進する立場に
も、否定する立場にもいない。実証的な調査
によって、公教育における学習対象の理論的
な根拠を解き明かし、未来の国語科教育の理
論を形成するための基盤を示そうとするも
のである。 
２．研究の目的 
 文語文から言文一致体へ通用文の文体が
変革していく中で、明治・大正・昭和初期に
おける近代古典教育論の変革する様子を抽
出・分析し、昭和初期の西尾実に至る現代古
典教育論までの経緯を描き出すことが本研
究の目的である。ただし、本研究は、あくま
でも現在の児童・生徒たちが発する「なぜ古
典を学ぶのか」という素朴な問いに対して、
われわれが充分に応答することができない
状況があることを公教育として問題だと捉
えているところから始まっている。本研究は、
これまで古典教育論が詳細な歴史的研究を
踏まえないものであったことを問題視し、実
証的歴史研究を踏まえた上で、現在の、そし
て未来の古典教育論を論じる土台を形成し
ようとする。 
３．研究の方法 
 平成 27 年度には、大正期最大の国語科教
育専門雑誌『国語教育』を分析し、さらにそ
の知見を補完するために、同時代の教育雑誌
『教育時論』も分析対象とする。平成 28 年
度には、大正から昭和にかけ「現代文」教育
を強く推進した文部官僚保科孝一の言説か
ら、古典教育論を抽出し、文体観が大きく変
化する中での古典教育の位置付けを明らか
にしようとする。また、言文一致運動完成期
の昭和初期において、児童生徒の言語生活を
重視した西尾実の言説からも古典教育論を
抽出する。これらを通じて、日本における文
体意識の大きな変革によって同時並行的に
起こったと想定される古典教育論の大きな
変動の様子を具体的な史料を博捜すること

を通じて明らかにし、現代古典教育論との関
連をも指摘しようとするものである。なお、
年度に縛られることなく適宜＜併行研究＞
を行うことにより、多様な視点を柔軟に取り
込めるような体制を採っている。 
４．研究成果 
 大正期の国語科教育専門雑誌である『国語
教育』誌上における保科孝一の言説を網羅的
に調査し（創刊の大正５年１月から大正１５
年１２月にかけての期間内の記事）、古典教
育に関する記事の抽出を完了した。その知見
は近日学会報告・論文発表の形で報告する予
定である。以降は、大正１６年１月から昭和
１６年３月の終刊までの保科の言説を引き
続き追う。 
 また、落合直文編『中等国語読本』の分析
のための基本的史料である『中等国語読本編
纂趣意書』の存在を明らかにし、その分析を
通じて『中等国語読本』の編纂意図について
も言及するに及んだ。また、落合の死後、森
鴎外、萩野由之、与謝野鉄幹らが編集を引き
継いだとされるが、鴎外の日記などの調査か
ら鴎外自身がほとんど編集に関与していな
い可能性について言及した。これについては、
引き続き調査を進めていきたい。 
当時の文体の混乱、教材になりえる素材の不
足のなかで、それらを統合し一つの読本の中
に配置する作業に苦心した落合の様子が明
らかになった。古文も一つの文体でしかなく、
それらをどう配置するのかということに落
合の関心はあり、古文の学習にどのような価
値があるのかということを詳らかにするこ
とには、それほどエネルギーは費やされてい
ない。古文を文範として把握していた時期の
雰囲気を残しつつも、後に保科孝一が国民性
の陶冶という一言で古典教育を位置付ける
こととなる大正期の勢いにたどり着くこと
もなく、その過渡期に、落合の古典教材の把
握は位置付けられるといえる。さらに落合読
本の分析を進め、明治の教材観・文体観のあ
りようを明らかにし、近代古典教育論の把握
をさらに進めていく。 
 最終年度の H２８年度には、本研究の成果
を博士論文「近代古典教育の成立と展開」と
して提出を行い、学位論文として認められた。
本研究の成果を端的にまとめると、明治期に
おける中等国語読本の形成過程の一端を明
らかにしたことと、それぞれの読本への編者
の文体（文範）意識を明らかにしつつ、当時
における古典の教材性の在り方を明らかに
したことが挙げられる。また、教材研究と国
文学研究の交差の実践、古典を読む機能とし
との「他者性」の可能性の提示、国文学研究
からも教材研究からも注目されてこなかっ
た新たな読みの提示などに至ったことが挙
げられよう。さらに、近代国語科教育史にお
ける未発掘史料の紹介とその解題を作成す
ることができた。 
 普通文に対する文範性を根拠として古典
教育が成立していた時期を古典教材観の形



成期前期、言文一致運動が完成し、古典から
文範性が喪失していった時期を古典教材観
後期と仮に呼ぶとするなら、明治３０年代ま
でが前期、それ以降の明治・大正期が後期に
当たるだろう。本研究第一部は前期から後期
に移行しようとする過渡期に当たる落合読
本を論じたところで稿を閉じた。後期に関す
る議論は残されたままである。後期は古典か
ら文範性が喪失し、国民性の涵養といった意
義が古典教育に付与されることとなるわけ
だが、文範性が喪失時代というくくりで言え
ば、後期の議論は現代にもつながっていく。 
 国語科教育のカリキュラムとしての「古典」
の成立は昭和６年の中学校教授要目に求め
られる。本研究はそこへ至る大正・昭和初期
の過程を叙述するまでには至っていない。本
研究の今後の課題は、この後の時代における
古典教育の展開を丹念に追うことである。こ
れについては、次の研究課題としてすでに研
究が始動している。 
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